
























ond Series No. 1～3）が発行されている．「日本昔噺」は明治 18年（1885）から発行され，英語版だ
けでなく，フランス語，ドイツ語，スペイン語，オランダ語，ポルトガル語，デンマーク語が確認さ
ちりめん本『竹篦太郎』に表れる「踊る猫」































スのグリフィス・フェアラン社（Griffith, Farran ＆ Co. London），ドイツのアーメラング社（C. H. Ame-



























































































































































































岩見重太郎 人 獅子コ ― 『通観　第 2巻』（p. 227）
7 青森県五所川原市（旧
北津軽郡金木町嘉瀬）
乞食姿の武士 人 猫 ― 『通観　第 2巻』（p. 227）
8 青森県西津軽郡 犬二匹 犬 猿 ― 『大成』（p. 61）










11 岩手県北上市川岸 猟師 人 年とった白銀に光る
大猿
― 『通観　第 3巻』（p. 236）
12 岩手県岩手郡 猟師 人 大鼠
（四十八匹）













15 岩手県遠野市土淵町 木こり 人 古猿 ― 『通観　第 3巻』（p. 237）
16 岩手県遠野市 熊井勇軒
（またぎの熊井勇軒）
人 猿の経立ち ― 『通観　第 3巻』（p. 237）





― 『通観　第 3巻』（pp. 238︲241）
18 岩手県遠野市 木こり 人 猿の経立ち ― 『通観　第 3巻』（p. 241）
19 岩手県一関市（旧西磐
井郡花泉町湧津）











箱コの前で，化げ物，踊りコ踊て，面白がて， 『通観　第 5巻』（pp. 297︲298）
21 秋田県北秋田郡上小阿
仁村杉花






― 『通観　第 5巻』（p. 298）
23 秋田県山本郡藤里町 鹿毛馬に乗った武士 人 大猿
（年寄った大猿）



























































































































犬 貉 化け物が「ねずみや国の藤三郎が苦手」という 『大成』（p. 59）






































犬 不明 ― 『通観　第 6巻』（p. 123）
49 山形県西置賜郡白鷹町
折居

































岩見重太郎 人 年をとったひひ ― 『通観　第 6巻』（p. 126）
53 山形県西置賜郡飯豊町
小坂













































60 福島県南会津郡 こんぷの太郎 犬 猿の年老いたの 「とかくこのこと日本一のこんぷの太郎に聞かせ
んな」といいながら櫃を開ける．
『大成』（p. 56）



















































浪人風の侍 人 大きなひひ猿 ― 『通観　第 7巻』（p. 155）
70 福島県大沼郡三島町滝
原

















































荒木又右衛門 人 あっぱ ― 『通観　第 7巻』（p. 155）
76 福島県相馬市 六部 人 四，五尺もある大鼠 ― 『通観　第 7巻』（p. 155）
77 福島県喜多方市（旧耶
麻郡山都町上林）

















































































































― 『通観　第 9巻』（p. 155）
93 千葉県富津市川名 旅の侍 人 大猿のコロケ（化け
物）
― 『通観　第 9巻』（p. 156）
94 旧山梨県西八代郡上九
一色村


































旅の侍 人 年とったひひ猿 ― 『通観　第 12巻』（p. 135）




























鉄砲撃ち 人 一つ目小僧 ― 『通観　第 12巻』（p. 134）
106 長野県上水内郡小川村
稲丘東























































侍 人 大きな猫が四匹 ― 『通観　第 10巻』（p. 370）





















118 新潟県柏崎市 権兵衛 犬 鬼 夜なかに村中の猫が集まって踊る． 『通観　第 10巻』（p. 368）
119 新潟県柏崎市折居餅粮 ゴンベ 犬 酒呑童子 諏訪神社の祭りの前夜，村中の猫が集まって踊
る．
『通観　第 10巻』（p. 369）


























































129 石川県鳳至郡 ぺっぺえ 犬 千年も生きた猿 猿が娘を食うとき「ぺっぺえにはいうことはなら
んぞや」というのをきく．
『大成』（p. 55）
130 石川県小松市今江町 岩見重太郎 人 松やにで体を固めた
ひひ
― 『通観　第 11巻』（p. 146）
131 石川県羽咋郡志賀町安
津美
旅人 人 大ぐも ― 『通観　第 11巻』（p. 146）
132 石川県白山市（旧石川
郡河内村板尾）





宮本武蔵 人 古狸 ― 『通観　第 11巻』（p. 146）
134 福井県丹生郡越前町
（旧織田町）
猿田彦の子孫の武士 人 年老いたむじな ― 『通観　第 11巻』（p. 146）
135 福井県福井市本堂町 旅の侍 人 古むじな ― 『通観　第 11巻』（p. 146）
136 福井県大飯郡おおい町
（旧大飯町）














旅の僧 人 大猿 ― 『通観　第 13巻』（p. 248）
139 滋賀県長浜市（旧伊香
郡余呉町文室）
侍さん 人 古狸 ― 『通観　第 15巻』（pp. 73︲74）
140 滋賀県高島市（旧高島
郡安曇川町長尾）




141 三重県鳥羽市国崎 六部 人 狒狒猿 ― 『通観　第 15巻』（p. 74）
142 三重県鳥羽市鳥羽 ある人 人 老いた狒狒
（または大蛇，三つ
の顔をもつ鬼）






























人 大きいひひ猿 ― 『通観　第 14巻』（p. 144）





― 『通観　第 15巻』（p. 75）
149 兵庫県丹波市（旧氷上
郡）
六部のやうな侍 人 狒々猿 （狒々猿が喰ひに來る．） ・『集成』（p. 1260）
・『大成』（p. 52）
150 兵庫県多紀郡古市村 白狗 犬 古貉 ― ・『集成』（p. 1260）
・『大成』（pp. 52︲53）

















































通りかかった侍 人 狒狒猿 ― 『通観　第 15巻』（p. 75）



























宮本さもんのすけ 人 狸の化け物，大狸 ― 『通観　第 17巻』（p. 200）
165 鳥取県日野郡日南町 日本一の鉄砲撃ち 人 血まみれの地蔵 ― 『通観　第 17巻』（pp. 195︲196）
166 鳥取県日野郡日南町丸
山
男 人 狸の化け物 ― 『通観　第 17巻』（p. 196）
167 鳥取県八頭郡若桜町春
米
侍 人 化け物 ― 『通観　第 17巻』（p. 196）
168 鳥取県鳥取市（旧八頭
郡用瀬町松原）





― 『通観　第 17巻』（pp. 197︲200）





一人の武士 人 狒々 ― 『通観　第 18巻』（p. 254）
172 島根県邑知郡美郷町
（旧大和村都賀行）






























人 大きな古狸 ― 『通観　第 18巻』（p. 255）
178 島根県益田市（旧美濃
郡匹見町野田）
岩見重太郎 人 狒々 ― 『通観　第 18巻』（p. 255）





岩見重太郎 人 狒々猿 ― 『通観　第 18巻』（p. 254）
181 島根県隠岐郡西ノ島町
別府
岩見重太郎 人 大きな狒々猿 ― 『通観　第 18巻』（pp. 254︲255）











岩見重太郎 人 猿 ― 『大成』（p. 51）
185 岡山県新見市（旧阿哲
郡神郷町門前）
岩見重太郎 人 白装束のひひ猿 ― 『通観　第 19巻』（p. 177）
186 岡山県新見市（旧阿哲
郡神郷町西江）
猟師 人 大きな猿 ― 『通観　第 19巻』（pp. 179︲180）
187 岡山県新見市（旧阿哲
郡哲西町川南）















旅の者 人 化け物のひひ猿 ― 『通観　第 19巻』（p. 178）
190 岡山県川上郡備中町目
尾
旅修業の侍 人 古狸 ― 『通観　第 19巻』（p. 178）
191 岡山県久米郡久米町中
北上
旅の侍 人 ひひ猿 ― 『通観　第 19巻』（p. 178）
192 岡山県苫田郡上斎原村
天王
― 不明 大きな古狸 ― 『通観　第 19巻』（p. 178）
193 岡山県苫田郡上斎原村
本村
― 犬 古狸 ― 『通観　第 19巻』（pp. 180︲181）
194 岡山県苫田郡奥津町長
藤
幸次郎 人 毛むくじゃらな動物 ― 『通観　第 19巻』（p. 180）
195 広島県比婆郡 鉄砲二平 人 猿 ― 『大成』（p. 50）
196 広島県比婆郡 男 人 獣 ― 『大成』（p. 50）






















ある猟師 人 大きな狒々 ― 『通観　第 20巻』（p. 199）










































































― 『通観　第 23巻』（p. 189）
213 福岡県飯塚市（旧嘉穂
郡穂波町）















蟹 大蛇 ― 『通観　第 23巻』（p. 191）
216 福岡県筑紫野地方 猟師 人 櫛川山の林の中の切
り倒されたいちょう
の巨木






― 『通観　第 23巻』（pp. 188︲189）
218 長崎県諫早市（旧北高
來郡江之浦村）





























― 『通観　第 25巻』（pp. 357︲360）
224 鹿児島県伊佐市（旧伊
佐郡菱刈町）
武士 人 ひひ猿 ― 『通観　第 25巻』（p. 360）
225 鹿児島県出水郡東町火
の浦
槍の名人 人 大蛇 ― 『通観　第 25巻』（p. 360）
226 沖縄県うるま市（旧中
頭郡勝連町津堅）
ウクダ里之子 人 人を喰ううなぎ ― 『通観　第 26巻』（pp. 511︲512）
227 沖縄県国頭郡大宜味村
喜如嘉











※注 1　『日本昔話集成　第二部の 3』p. 1258に「断片」とあり．「二じうゆはい」は一種の巡礼者（『大成』（p.55）．
※注 2　『日本昔話集成　第二部の 3』p. 1258に「断片」とあり．











































― 『通観　第 8巻』（p. 175）


























侍 人 大きな猫が四匹 ― 『通観　第 10巻』（p. 370）


































図 4　左 : 宝登山神社（埼玉県秩父郡長瀞町）



























































































































































































































































TARO）』や『猿蟹合戦（BATTLE OF THE MON-
図 11　『猿蟹合戦（BATTLE OF THE MONKEY 






















場面では「A troop of hideous cats were engaged in a 
wild and horrible dance their yells meanwhile echoing 
through the night.（棒線部，論者）」とされ，見開き 5枚
目の侍がしっぺい太郎と共に籠（cage）に入って猫を見
る場面では「No sooner did this monster catch sight of 
the cage than he danced and sprang round it with yells 







Long long ago, in the days of fairies and giants, ogres and dragons, valiant knights and 
distressed damsels ; in those good old days, a brave young warrior went out into the wide 







本『俵藤太（My Lord Bag-o’-Rice）』（チェンバレン著訳）の最後の見開き奥付の部分には「told in 
English for children by B. H. Chambelain」とあり，「自分（チェンバレン）の子供に話して聞かせた

















































































































1982『第 4巻　宮城』，1982『第 5巻　秋田』，1986『第 6巻　山形』，1985『第 7巻　福島』，1986『第 8巻
栃木・群馬』，1988『第 9巻　茨城・埼玉・千葉・東京・神奈川』，1984『第 10巻　新潟』，1981『第 11巻
富山・石川・福井』，1981『第 12巻　山梨・長野』，1980『第 13巻　岐阜・静岡・愛知』，1977『第 14巻
京都』，1977『第 15巻　三重・滋賀・大阪・奈良・和歌山』，1978『第 16巻　兵庫』，1978『第 17巻　鳥
取』，1978『第 18巻　島根』，1979『第 19巻　岡山』，1979『第 20巻　広島・山口』，1978『第 21巻　徳




















チェンバレン著，高梨健吉訳　1969a　『日本事物誌 1』東洋文庫 131　pp. 109︲110，200　東京：平凡社（初
版は 1890年）











図 1～3，6，11はすべて梅花女子大学図書館所蔵資料（内，図 11は資料 ID 8202053　電子化資料 No. 3，図




る研究のアジア諸国における国際連携 International Collaboration of Primatology in Asian Countries
（ASIAN-HOPE）」京都大学霊長類研究所（http:⊘⊘www.pri.kyoto-u.ac.jp⊘sections⊘asian-hope⊘index-j.html）
